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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第10期

第２四半期
連結累計期間

第９期

会計期間
自 平成26年１月１日
至 平成26年６月30日

自 平成25年１月１日
至 平成25年12月31日

売上高 (千円) 15,876,092 30,753,674

経常利益 (千円) 647,505 688,571

四半期(当期)純利益 (千円) 440,295 403,370

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 384,200 670,664

純資産額 (千円) 5,462,440 5,180,618

総資産額 (千円) 18,232,000 18,817,468

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 70.96 80.10

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － －

自己資本比率 (％) 29.9 27.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 1,731,767 438,710

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △786,872 △198,150

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △194,613 840,046

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 4,293,306 3,552,426
 

　

回次
第10期

第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 3.11
 

(注) １．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２．当社は、前第２四半期連結累計期間については四半期連結財務諸表を作成していないため、第９期第２四半

期連結累計期間に係る主要な経営指標等の推移については記載しておりません。

３．売上高には、消費税等は含まれておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

５. 当社は、平成25年10月９日付で普通株式１株につき普通株式100株の割合で株式分割を行い、また、平成26

年５月１日付で普通株式１株につき普通株式２株の割合で株式分割を行っておりますが、第９期の期首に当

該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期(当期)純利益金額を算定しております。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

当社は、前第２四半期連結累計期間については四半期連結財務諸表を作成していないため、前年同四半期連結累計期

間との比較分析は行っておりません。

(1) 経営成績の分析

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、消費税増税に伴う駆け込み需要の反動が幅広い業種で見られ

たものの、金融緩和をはじめとした政府主導による政策効果を背景に企業の景況感が改善し、個人消費にも引き続

き強い動きが見られるなど、景気は緩やかながらも回復基調が続いてまいりました。

当社グループを取り巻く環境におきましては、消費税増税に伴う駆け込み需要の反動が見られたものの、影響は

限定的であり、公共及び民間設備投資も徐々に改善が見られました。

このような状況のもと、当社グループは2014年度経営基本方針として「ＳＴＥＰ ＵＰ」を掲げ、ＥＱＯ(Ｅｆｆ

ｉｃｉｅｎｃｙ(効率化)、Ｑｕａｌｉｔｙ(品質)、Ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎ(組織力))を推進してまいりました。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は158億76百万円、営業利益は６億６百万円、経常利益

は６億47百万円、四半期純利益は４億40百万円となりました。

 

セグメント毎の業績は次のとおりであります。

(環境機器関連事業)

排水処理システムの施工、浄化槽等の製品販売及び修繕工事は、売上高については想定よりやや下回ったもの

の、営業利益については浄化槽製造工程等の利益率が改善寄与したことから、全般的にはほぼ想定並みの推移であ

りました。なお、新型浄化槽ＸＥ型は、公益財団法人日本環境協会が主催する「エコマークアワード２０１３」に

おいて、「プロダクト・オブ・ザ・イヤー」を受賞することができ、市場での知名度向上に寄与いたしました。こ

れにより、売上高は73億21百万円、セグメント利益(営業利益)は６億31百万円となりました。

 

(住宅機器関連事業)

消費税増税に伴う駆け込み需要の反動が限定的であったことから、建設関連業者等に対する売上が好調に推移す

るとともに、ホームセンターリテール商材も堅調に推移いたしました。これにより、売上高は82億１百万円、セグ

メント利益(営業利益)は２億90百万円となりました。

 

(その他事業)

ＢＤＦ関連事業についてはＢＤＦ精製プラントの販売があり、クリクラ事業については着実な販売状況でありま

した。また、全般的なコスト削減もあり、営業損失の圧縮につながりました。これにより、売上高は３億53百万

円、セグメント損失(営業損失)は36百万円となりました。

 

(2) 財政状態の分析

(流動資産)

当第２四半期連結会計期間末における流動資産は127億80百万円でありました。主な内訳は現金及び預金43億72百

万円、受取手形及び売掛金51億32百万円及び未成工事支出金９億85百万円であります。

　

(固定資産)

当第２四半期連結会計期間末における固定資産は54億51百万円でありました。主な内訳は土地19億37百万円であ

ります。

 

(流動負債)　

当第２四半期連結会計期間末における流動負債は105億22百万円でありました。主な内訳は支払手形及び買掛金21

億18百万円及び短期借入金44億47百万円であります。
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(固定負債)

当第２四半期連結会計期間末における固定負債は22億47百万円でありました。主な内訳は長期借入金18億98百万

円であります。

 

(純資産)

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は54億62百万円でありました。

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、42億93百万円となりまし

た。

 
(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は、17億31百万円となりました。これは主に、税

金等調整前四半期純利益６億46百万円と減価償却費98百万円の計上、売上債権の減少額10億39百万円、たな卸資産

の減少額４億12百万円、仕入債務の減少額４億17百万円、賞与引当金の減少額１億72百万円、未成工事受入金の減

少額70百万円によるものであります。

 

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は、７億86百万円となりました。これは主に、有

形固定資産の取得による支出７億94百万円によるものであります。

 

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少は、１億94百万円となりました。これは主に、短

期借入金の減少額２億84百万円、長期借入れによる収入６億円、長期借入金の返済による支出３億82百万円、配当

金の支払額１億２百万円によるものであります。

 

(4) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における研究開発費の総額は39百万円であります。

 

(5) 主要な設備

前連結会計年度末において計画中であった主要な設備の新設、休止、大規模改修、除却、売却等について、当第

２四半期連結累計期間に著しい変更があったものは、次のとおりであります。

(取得完了)

会社名
事業所名
(所在地)

セグメントの名称 設備の内容 取得年月

提出会社
東京施設管理部
(千葉県松戸市)

環境機器関連事業 事務所建物、土地 平成26年２月
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 20,000,000

計 20,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成26年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年８月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,204,400 6,204,400
東京証券取引所
(市場第二部)

単元株式数は100株であ
ります。

計 6,204,400 6,204,400 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成26年５月１日 3,102,200 6,204,400 ― 1,983,290 ― 1,766,394
 

(注)　株式分割（１：２）による増加であります。
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(6) 【大株主の状況】

  平成26年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

有限会社YOUプラニング 愛媛県松山市喜与町１－２－３ 1,900,000 30.62

株式会社伊予銀行 愛媛県松山市南堀端町１ 240,000 3.87

株式会社愛媛銀行 愛媛県松山市勝山町２－１ 240,000 3.87

日本トラスティ・サービス信託銀行株式
会社

東京都中央区晴海１－８－１１ 227,700 3.67

株式会社日本政策投資銀行 東京都千代田区大手町１－９－６ 160,000 2.58

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町１－２－１０ 148,600 2.40

BNP PARIBAS LONDON BRANCH FOR PRIME
BROKERAGE CLEARANCE ACC
(常任代理人　香港上海銀行　東京支店)

10 HAREWOOD AVENUE LONDON NW1 6AA
(東京都中央区日本橋３－１１－１)

134,800 2.17

日本マスタートラスト信託銀行株式会社 東京都港区浜松町２－１１－３ 128,000 2.06

ダイキアクシス従業員持株会 愛媛県松山市美沢１－９－１ 102,300 1.65

株式会社SBI証券 東京都港区六本木１－６－１ 90,300 1.46

ジャフコV1-B号投資事業有限責任組合 東京都千代田区大手町１－５－１ 86,400 1.39

計 ― 3,458,100 55.74
 

(注) １．上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、次のとおりであります。

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社 142,900 株

日本マスタートラスト信託銀行株式会社 128,000 株

ジャフコV1-B号投資事業有限責任組合 3,285 株
 

２．平成26年７月２日付で、主要株主でありました大亀裕氏(当社代表取締役社長)が所有する株式のうち

1,900,000株(30.62%)を本人及び親族が株式を保有する資産管理会社の有限会社YOUプラニングに譲渡いたし

ました。この株式譲渡に伴い、大亀裕氏は主要株主ではなくなり、有限会社YOUプラニングが新たに主要株

主となっております。なお、この株式譲渡については上記大株主の状況に反映させております。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成26年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 6,203,800
 

62,038 ―

単元未満株式 普通株式 600
 

― ―

発行済株式総数  6,204,400
 

― ―

総株主の議決権 ― 62,038 ―
 

 

② 【自己株式等】

  平成26年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数

の割合(％)

― ― ― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―
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２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成し、「建設業法施行規則」(昭和24年建設省令第14号)に準じて記載しております。

なお、前第２四半期連結累計期間(平成25年１月１日から平成25年６月30日まで)については、四半期連結財務諸表

を作成していないため、前年同四半期連結累計期間に係る比較情報は記載しておりません。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成26年４月１日から平成

26年６月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成26年１月１日から平成26年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成25年12月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成26年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,639,709 4,372,710

  受取手形及び売掛金 ※１,※２  5,631,298 ※１  5,132,102

  完成工事未収入金 1,445,235 922,998

  有価証券 8,642 4,559

  商品及び製品 290,604 285,557

  仕掛品 1,928 10,550

  未成工事支出金 1,396,638 985,991

  原材料及び貯蔵品 284,162 275,593

  その他 1,368,249 850,903

  貸倒引当金 △68,775 △60,742

  流動資産合計 13,997,692 12,780,226

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 845,467 859,973

    減価償却累計額 △409,160 △424,467

    建物及び構築物（純額） 436,306 435,506

   機械装置及び運搬具 1,039,860 1,267,213

    減価償却累計額 △334,418 △387,565

    機械装置及び運搬具（純額） 705,441 879,647

   土地 1,811,244 1,937,514

   建設仮勘定 70,537 492,584

   その他 502,555 475,112

    減価償却累計額 △368,800 △340,853

    その他（純額） 133,755 134,258

   有形固定資産合計 3,157,285 3,879,511

  無形固定資産   

   のれん 448,596 417,208

   その他 32,237 29,577

   無形固定資産合計 480,834 446,785

  投資その他の資産   

   投資有価証券 797,038 725,997

   その他 592,074 596,485

   貸倒引当金 △207,457 △197,006

   投資その他の資産合計 1,181,656 1,125,476

  固定資産合計 4,819,775 5,451,773

 資産合計 18,817,468 18,232,000
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成25年12月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成26年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 2,334,812 2,118,242

  工事未払金 1,074,603 873,107

  短期借入金 4,730,767 4,447,000

  1年内返済予定の長期借入金 585,157 590,447

  未払法人税等 212,192 169,055

  未成工事受入金 617,240 543,242

  賞与引当金 314,078 141,732

  役員賞与引当金 80,520 36,054

  完成工事補償引当金 51,870 46,650

  製品保証引当金 14,733 15,328

  工事損失引当金 42,838 5,215

  その他 1,511,737 1,536,311

  流動負債合計 11,570,551 10,522,387

 固定負債   

  長期借入金 1,685,728 1,898,245

  役員退職慰労引当金 8,000 8,000

  資産除去債務 68,084 81,050

  その他 304,486 259,876

  固定負債合計 2,066,298 2,247,171

 負債合計 13,636,850 12,769,559

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,983,290 1,983,290

  資本剰余金 1,766,394 1,766,394

  利益剰余金 1,136,302 1,474,225

  株主資本合計 4,885,987 5,223,909

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 251,596 206,520

  為替換算調整勘定 37,993 27,330

  その他の包括利益累計額合計 289,589 233,850

 少数株主持分 5,041 4,680

 純資産合計 5,180,618 5,462,440

負債純資産合計 18,817,468 18,232,000
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

          (単位：千円)

          当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
　至 平成26年６月30日)

売上高 15,876,092

売上原価 12,876,161

売上総利益 2,999,931

販売費及び一般管理費 ※１  2,393,880

営業利益 606,050

営業外収益  

 受取利息 2,288

 受取配当金 6,785

 仕入割引 80,613

 その他 28,211

 営業外収益合計 117,899

営業外費用  

 支払利息 28,345

 貸倒引当金繰入額 △452

 支払手数料 34,502

 その他 14,048

 営業外費用合計 76,444

経常利益 647,505

特別損失  

 固定資産売却損 57

 投資有価証券評価損 1,137

 その他 5

 特別損失合計 1,200

税金等調整前四半期純利益 646,305

法人税、住民税及び事業税 201,713

法人税等調整額 4,651

法人税等合計 206,365

少数株主損益調整前四半期純利益 439,939

少数株主損失（△） △355

四半期純利益 440,295
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

          (単位：千円)

          当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
　至 平成26年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 439,939

その他の包括利益  

 その他有価証券評価差額金 △45,075

 為替換算調整勘定 △10,663

 その他の包括利益合計 △55,738

四半期包括利益 384,200

（内訳）  

 親会社株主に係る四半期包括利益 384,561

 少数株主に係る四半期包括利益 △360
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

          (単位：千円)

          当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
　至 平成26年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー  

 税金等調整前四半期純利益 646,305

 減価償却費 98,606

 のれん償却額 31,388

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △19,281

 賞与引当金の増減額（△は減少） △172,345

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △44,466

 製品保証引当金の増減額（△は減少） 595

 完成工事補償引当金の増減額（△は減少） △5,220

 工事損失引当金の増減額（△は減少） △37,623

 受取利息及び受取配当金 △9,073

 支払利息 28,345

 固定資産売却損益（△は益） 57

 投資有価証券評価損益（△は益） 1,137

 売上債権の増減額（△は増加） 1,039,186

 たな卸資産の増減額（△は増加） 412,480

 仕入債務の増減額（△は減少） △417,657

 未成工事受入金の増減額（△は減少） △70,849

 その他 497,807

 小計 1,979,392

 利息及び配当金の受取額 8,983

 利息の支払額 △28,821

 法人税等の支払額 △227,787

 営業活動によるキャッシュ・フロー 1,731,767

投資活動によるキャッシュ・フロー  

 定期預金の預入による支出 △60,200

 定期預金の払戻による収入 68,080

 有形固定資産の取得による支出 △794,287

 投資有価証券の取得による支出 △5,799

 投資有価証券の売却による収入 4,566

 貸付金の回収による収入 1,296

 その他 △529

 投資活動によるキャッシュ・フロー △786,872

財務活動によるキャッシュ・フロー  

 短期借入金の増減額（△は減少） △284,809

 長期借入れによる収入 600,000

 長期借入金の返済による支出 △382,193

 配当金の支払額 △102,372

 リース債務の返済による支出 △25,237

 財務活動によるキャッシュ・フロー △194,613

現金及び現金同等物に係る換算差額 △9,402

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 740,879

現金及び現金同等物の期首残高 3,552,426

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１  4,293,306
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【注記事項】

(追加情報)

平成26年３月31日に、「所得税法等の一部を改正する法律（平成26年法律第10号）」が公布され、「東日本大

震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の確保に関する特別措置法（平成23年法律第117号）」

の一部が改正されたことにより、平成26年４月１日以後に開始する連結会計年度より復興特別法人税が廃止され

ました。

これに伴い、平成27年１月１日から開始する連結会計年度において解消が見込まれる一時差異等に係る繰延税

金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法定実効税率は、従来の37.75％から35.37％に変更されます。

なお、この変更による影響は軽微であります。
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(四半期連結貸借対照表関係)

※１　受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度

(平成25年12月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成26年６月30日)

受取手形割引高 56,054千円 7,468千円

受取手形裏書譲渡高 52,408千円 6,272千円
 

 

※２　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については手形交換日をもって決済処理しております。

なお、前連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の連結会計年度末日満期手形が連結会計年度末

残高に含まれております。

 
前連結会計年度

(平成25年12月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成26年６月30日)

受取手形 138,421千円 －千円
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
至 平成26年６月30日)

給料及び手当 840,877千円

賞与引当金繰入額 105,406千円

退職給付費用 52,325千円

役員賞与引当金繰入額 36,054千円

貸倒引当金繰入額 △17,796千円

減価償却費 21,637千円

のれん償却額 31,388千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 
当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
至 平成26年６月30日)

現金及び預金 4,372,710 千円

取得日から償還日までの期間が３ヶ月を
超える定期預金

△79,404 千円

現金及び現金同等物 4,293,306 千円
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(株主資本等関係)

当第２四半期連結累計期間(自 平成26年１月１日 至 平成26年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年３月28日
定時株主総会

普通株式 102 33 平成25年12月31日 平成26年３月31日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

 
決議 株式の種類

配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年８月11日
取締役会

普通株式 68 11 平成26年６月30日 平成26年９月９日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当第２四半期連結累計期間(自 平成26年１月１日 至 平成26年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント
その他
（注）

合計

環境機器関連 住宅機器関連 計

売上高      

  外部顧客への売上高 7,321,418 8,201,311 15,522,730 353,362 15,876,092

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

3,818 133 3,952 213 4,165

計 7,325,237 8,201,445 15,526,682 353,575 15,880,258

セグメント利益又は損失(△) 631,744 290,276 922,020 △36,102 885,917
 

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ＢＤＦ関連事業、クリクラ事業、

ペット関連事業及び小形風力発電機関連事業を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差

異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 922,020

「その他」の区分の損失(△) △36,102

セグメント間取引消去 73,944

全社費用(注) △353,811

四半期連結損益計算書の営業利益 606,050
 

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

EDINET提出書類

株式会社ダイキアクシス(E30133)

四半期報告書

20/24



 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
至 平成26年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 70.96円

 (算定上の基礎)  

 四半期純利益金額(千円) 440,295

 普通株主に帰属しない金額(千円) －

 普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 440,295

 普通株式の期中平均株式数(株) 6,204,400
 

(注) １．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．当社は、平成26年５月１日付で普通株式１株につき普通株式２株の割合で株式分割を行っております。当連

結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額を算定しております。
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２ 【その他】

第10期(平成26年１月１日から平成26年12月31日まで)中間配当について、平成26年８月11日開催の取締役会におい

て、平成26年６月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額 68百万円

②　１株当たりの金額 11円

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成26年９月９日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 
 

 

平成26年８月８日
 

株 式 会 社 ダ イ キ ア ク シ ス

取   締   役   会 御中
 

 

有限責任監査法人 ト ー マ ツ  
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   石   黒         訓   ㊞

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   田  中　   賢 　治   ㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ダ

イキアクシスの平成26年1月1日から平成26年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成26年４月１

日から平成26年６月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年１月１日から平成26年６月30日まで）に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連

結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ダイキアクシス及び連結子会社の平成26年６月30日現在

の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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